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史

蹟

保

存

事

業

一

史
蹟
名
膀
天
然
紀
念
物
保
存
法
が
大
正
八
年
四
月
公
布
せ
ら
れ
、
初

め
て
國
家
の
事
業
と
し
て
史
蹟
保
存
の
方
法
が
講
ぜ
ら
る
4

に
至
っ
て

か
ら
今
日
既
に
六
星
霜
を
閲
し
た
。
其
間
内
務
大
臣
か
ら
指
定
せ
ら
れ

た
史
蹟
は
百
五
十
件
の
多
き
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
．
今

迄
の
事
業
は
未
だ
箪
に
其
の
緒
に
著
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
，
腔
来
調

査
の
進
行
に
伴
ひ
史
蹟
と
し
て
指
定
保
存
を
要
す
る
も
の
は
、
何
千
件

に
上
る
や
計
り
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
然
ら
ば
此
の
敷
多
い
史
蹟
を

如
何
に
し
て
後
泄
に
ま
で
保
存
す
べ
き
や
、
是
我
々
嘗
局
の
常
に
解
決

に
苦
し
ん
で
居
る
最
も
困
難
な
問
題
で
あ
る
。

-l 

近
頃
褻
堀
さ
れ
た
彼
の
ッ
ク
ン
カ
ー
メ
ン
の
遺
蹟
を
見
て
世
人
は
等

し
く
驚
愕
の
念
に
撃
た
れ
た
。
朝
鮮
業
浪
の
古
墳
の
出
土
品
を
見
て
．

如
く
木
造
建
築
を
主
と
す
る
虞
で
は
尚
更
腐
朽
が
早
い
の
み
な
ら
す
、

火
災
の
厄
に
逢
ふ
機
會
も
亦
勘
く
な
い
。
是
を
現
欣
の
儘
保
存
す
る
の

は
周
密
な
注
意
を
要
す
る
。
而
も
史
的
洟
味
を
惹
＜
逍
跡
は
建
築
物
に

最
も
多
い
事
質
に
想
到
す
る
と
、
史
蹟
保
存
の
事
業
が
如
何
に
困
難
な

る
か
を
推
測
し
得
や
う
。

古
社
寺
保
存
法
に
基
い
て
政
府
は
年
々
十
数
寓
圃
乃
至
二
十
敷
萬
園

の
豫
算
を
計
上
し
、
是
が
保
存
を
計
り
つ
L

あ
る
。
曾
て
京
都
奈
良
方

面
を
旅
行
し
て
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
寺
と
云
ふ
寺
、
古
く
し
て
破

損
の
欣
著
し
い
も
の
は
殆
皆
特
別
保
誰
建
造
物
だ
と
云
つ
て
良
い
。
中

に
は
政
府
の
出
捐
に
依
つ
て
修
繕
の
完
備
し
て
居
る
も
の
も
無
い
で
は

な
い
が
、
之
も
誠
に
九
牛
の
一
毛
に
も
足
り
な
い
。
是
等
の
由
緒
あ
る

國
賓
的
建
造
物
も
現
欣
の
儘
で
押
し
進
め
ば
．
絃
十
敷
年
を
出
で
す
し

て
其
の
大
半
は
腐
朽
し
て
了
ふ
だ
ら
う
。
品
が
完
全
な
る
修
理
に
は
差

嘗
り
敷
千
萬
園
の
経
費
を
要
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
日
定
を
僅
々
十

数
萬
廊
の
豫
算
を
以
て
托
り
な
り
に
も
保
仔
の
賓
を
睾
け
つ
と
あ
る
文

部
省
賞
局
の
努
力
に
鉗
し
て
は
、
涌
腔
の
敬
意
を
表
せ
す
に
居
ら
れ
な

い
。
而
し
て
特
別
保
暉
建
造
物
の
保
仔
の
困
難
は
郎
ち
我
が
史
蹟
保
存

の
困
難
に
他
な
ら
な
い
。
建
築
物
に
し
て
史
蹟
と
し
て
紙
に
指
定
せ
ら

れ
た
も
の
は
僅
々
二
十
二
件
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
｀
之
が
経
常
的
の
管

理
並
に
臨
時
的
の
大
修
繕
に
は
莫
大
の
経
斐
を
要
す
る
。
一
例
を
拳
ぐ

れ
ば
、
奈
良
の
北
山
十
八
間
戸
の
如
き
、
史
蹟
と
し
て
は
棒
め
て
小
さ

な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
既
に
指
定
以
来
一
萬
七
千
園
の
費
川
を
支
出

内
務
事
務
官

営
時
の
文
化
に
驚
長
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
斯
く
古
代
文
明
の
耕
華

に
鷲
く
の
事
賓
は
、
一
面
に
於
て
裳
時
の
文
物
が
日
な
ら
中
し
て
廃
滅

に
蹄
し
殆
ど
保
存
せ
ら
れ
す
、
為
め
に
今
日
に
於
て
是
を
質
見
す
る
こ

と
の
出
来
ぬ
遺
憾
を
雄
描
に
物
語
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
正
倉
院

の
御
物
が
泄
界
的
珍
賓
と
し
て
重
要
親
さ
れ
る
の
も
、
斯
の
如
ぎ
歴
史

的
紀
念
物
の
保
存
の
困
難
を
椰
楡
せ
る
皮
肉
な
比
喩
と
云
は
ざ
る
ふ
得

な
い
。史
践
と
て
も
是
と
同
様
で
あ
る
。
物
理
的
愛
化
、
化
學
的
愛
化
は
如

何
に
之
を
免
れ
む
と
し
て
も
｀
到
底
完
全
に
防
禦
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
果
し
て
現
在
の
史
蹟
を
何
年
の
後
ま
で
自
然
の
力
に
反
抗
し
て
保

存
し
得
る
や
頗
る
疑
問
で
あ
る
。
古
墳
の
如
き
、
城
廓
の
如
き
礎
石
の

如
き
風
雨
に
曝
さ
れ
て
も
麦
化
を
起
さ
ぬ
も
の
は
比
較
的
に
保
存
に
苦

し
ま
ぬ
が
、
建
物
と
な
る
と
賓
に
手
の
下
し
様
が
な
い
。
殊
に
我
國
の

し
て
居
る
。
我
國
現
下
の
財
攻
欣
態
と
し
て
は
、
北
山
十
八
間
戸
の
例

に
則
つ
て
他
の
重
要
史
蹟
の
保
仔
を
計
る
の
は
全
然
不
可
能
で
あ
る
。

己
む
を
得
す
、
或
は
地
方
公
共
圏
阻
に
之
が
管
理
保
仔
の
経
費
を
負
披

せ
し
む
る
と
か
．
或
は
民
間
に
寄
附
を
仰
ぐ
と
か
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

採
つ
て
居
る
の
だ
が
、
生
産
的
事
業
に
投
資
ず
る
様
に
利
益
が
顕
れ
て

来
な
い
。
而
も
獲
る
廊
の
利
益
は
梢
神
的
無
形
的
の
利
盆
で
，
何
等
物

質
的
報
酬
を
伴
は
な
い
の
で
言
喜
ん
で
多
額
の
費
用
を
投
す
る
人
は
極

め
て
稀
な
の
で
あ
る
。
史
蹟
保
存
の
難
闘
は
煎
じ
つ
め
れ
ば
財
政
難
に

鐸
着
す
る
と
云
つ
て
も
良
い
の
で
あ
る
。

三

央
蹟
に
甜
す
る
自
然
力
の
破
壊
は
、
或
は
己
む
を
得
ぬ
と
し
て
泣
寝

入
つ
て
も
罪
は
磋
い
。
日
定
に
鉗
す
る
人
力
の
破
壊
は
、
ゲ
逗
に
弛
暴
を
極

む
る
の
み
な
ら
す
、
一
面
之
Z
防
止
し
得
る
の
だ
か
ら
．
是
を
等
閑
に

附
す
る
の
は
吾
々
子
孫
末
代
に
討
し
て
も
最
も
罪
深
い
業
と
云
は
ね
ば

な
ら
ぬ
。
質
際
史
蹟
の
調
査
に
賞
つ
て
見
る
と
．
共
の
破
塙
は
十
中
八

九
迄
天
然
の
不
可
抗
力
に
因
る
の
で
は
無
く
，
全
く
人
為
に
基
く
の
で

あ
る
。
勿
論
文
明
の
進
む
に
従
ひ
｀
産
業
組
織
の
改
革
に
伴
ひ
、
重
姿

な
る
史
蹟
も
之
を
犠
牲
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
公
益
上
の
理
由
と
観
渭
上
の

原
因
と
の
仔
在
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
も
多
い
。
然
し
な
が
ら
、
人

間
は
決
し
て
物
質
に
の
み
生
き
る
も
の
で
は
な
く
、
更
に
梢
神
の
糧
を

食
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
経
演
的
利
谷
に
偏
重
し
て
、
梢
神
的
文
明
の
破
壊

を
顧
應
せ
ざ
る
が
如
者
は
｀
誠
に
現
代
の
悪
弊
の
一
と
見
な
け
れ
ば
な

の

難

闊

兒

玉

九
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ら
ぬ
。
大

IE
の
文
化
は
獨
0
大
正
の
人
々
の
手
に
依
つ
て
築
か
れ
た
の

で
は
な
い
。
賞
に
二
千
五
百
年
の
間
、
倦
ま
す
弛
ま
す
、
密
々
と
し
て

努
力
し
た
我
等
肌
先
の
粟
跡
で
あ
る
。
此
の
二
千
五
百
年
の
努
力
の
跡

を
如
賓
に
物
語
る
は
帥
ち
史
蹟
に
外
な
ら
な
い
。
是
に
依
つ
て
我
々
祖

先
の
功
績
を
追
憶
し
、
更
に
腔
来
の
計
を
樹
つ
る
の
資
を
得
る
の
で
あ

る
。
斯
＜
貴
重
な
る
紀
念
物
を
言
目
前
の
利
益
の
為
め
に
破
壊
し
て
惜

し
ま
ざ
る
が
如
き
は
、
腿
先
に
鉗
し
て
誠
に
相
演
ま
ぬ
の
み
な
ら
す
、

我
々
の
子
孫
に
鉗
し
て
も
甚
だ
申
繹
な
い
仕
義
で
は
あ
る
ま
い
か
°
斯

く
史
蹟
保
存
の
重
要
な
理
由
は
極
め
て
明
瞭
な
る
に
拘
ら
す
、
霞
際
に

嘗
つ
て
見
る
と
物
質
的
利
益
の
前
に
は
殆
ど
何
等
の
楠
威
を
持
た
ぬ
様

な
観
が
あ
る
。

申
す
も
恐
れ
多
い
吹
第
で
あ
る
が
、
我
國
仔
立
の
中
心
た
る
皇
室
御

歴
代
の
宮
趾
に
就
て
之
を
観
る
と
、
共
の
位
置
さ
へ
確
然
と
分
ら
ぬ
迄

に
消
滅
し
た
も
の
し
あ
る
と
云
ふ
。
彼
の
有
名
な
平
城
宮
趾
の
如
ぎ
も

空
し
く
水
田
と
化
し
て
訪
ぬ
ぺ
き
栞
さ
へ
無
か
っ
た
の
を
、
幸
に
し
て

故
撼
川
候
の
壺
力
に
因
り
保
存
の
道
も
講
ぜ
ら
れ
．
顕
彰
の
賓
も
畢
が

っ
た
の
で
あ
る
が
｀
不
知
不
識
の
間
に
斯
る
奪
ぶ
べ
き
史
蹟
の
、
或
は

田
と
な
り
道
と
化
し
、
或
は
心
無
き
者
の
住
塚
と
な
る
を
見
て
は
嘆
い

て
も
獅
餘
り
あ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
ぬ
。

我
國
文
化
の
中
心
は
諸
候
の
城
廓
で
あ
る
。
城
廓
を
中
心
と
し
て
、

軍
備
も
整
へ
ら
れ
た
°
政
治
も
行
は
れ
た
。
學
問
も
起
っ
た
°
藝
衛
も

榮
へ
た
°
而
も
此
の
城
廓
が
不
JII
と
な
っ
た
維
新
以
後
、
如
何
に
急
速

な
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
が
＞
今
ゃ
物
質
文
明
の
表
面
の
華
や
か
さ
に
幻
惑

せ
ら
れ
、
更
に
深
•
ー
賞
い
精
紳
的
文
明
の
内
容
を
認
識
し
得
ざ
る
現
代

に
於
て
、
史
陵
保
仔
事
業
の
如
き
も
或
は
、
老
人
の
隠
居
仕
事
の
様
に

も
恩
は
れ
、
．
，
或
は
貴
族
宵
豪
の
餘
技
と
見
ら
れ
、
少
批
有
為
の
人
々
の

間
に
閑
却
さ
れ
勝
ち
な
傾
向
を
有
す
る
の
は
遺
憾
千
萬
で
あ
る
。
史
蹟

保
存
の
恩
想
を
萬
人
に
普
及
し
、
輿
論
の
背
景
の
下
に
、
根
強
く
、
華

々
し
く
、
本
事
業
の
完
成
を
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
史
蹟
保
存
思
想

の
普
及
撤
底
．
是
本
甍
業
の
眼
目
の
一
で
あ
り
且
最
大
難
闘
の
―
つ
で

あ
る
。

四

批
人
は
往
々
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の
存
在
に
依
り
、
穀
早

我
國
の
史
蹟
は
完
全
に
保
仔
さ
れ
る
も
の
と
誤
解
し
て
居
る
様
だ
。
本

法
は
確
に
古
計
寺
保
存
法
と
相
並
ん
で
、
我
國
史
蹟
の
保
護
者
で
あ
る
。

然
し
保
存
法
に
依
〇
史
蹟
と
し
て
指
定
さ
れ
た
と
し
て
も
輩
に
消
極
的

に
現
款
の
美
更
を
防
止
す
る
の
形
式
的
妓
果
を
生
す
る
に
過
き
ぬ
°
法

を
以
て
自
然
力
を
制
限
す
る
繹
に
は
行
か
な
い
c

此
の
自
然
力
を
或
程

度
迄
、
打
ち
負
か
す
の
に
竺
、
ど
う
し
て
も
莫
大
な
経
費
を
必
要
と
す

る
。
現
在
の
我
國
の
財
政
を
以
て
、
果
し
て
幾
何
の
國
努
を
之
に
投
じ

得
る
や
．
國
と
呼
應
し
て
地
方
公
共
園
骰
並
に
一
般
私
人
が
果
し
て
蔑

何
の
川
捐
を
敢
て
し
得
る
の
で
あ
ら
う
か
。
此
の
財
力
の
問
題
は
即
ち

史
蹟
保
仔
事
業
の
一
大
難
闘
で
あ
る
。

法
は
人
の
行
為
を
制
限
し
得
る
。
保
存
法
は
史
跛
の
現
舷
菱
更
を
禁

に
如
何
に
撤
底
的
に
破
壊
さ
い
つ
L
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
江
戸
城
の
如

き
、
其
の
外
廓
に
し
て
僅
に
影
を
留
む
る
は
、
常
磐
橋
門
趾
、
牛
込
門
趾

日
比
谷
．
虎
の
門
等
藪
個
所
に
過
ぎ
な
い
。
都
市
の
登
展
に
伴
ひ
、
或
は

道
路
と
し
て
或
は
住
宅
地
と
し
て
、
其
の
必
要
は
大
に
あ
る
の
だ
ら
う
。

然
し
一
寸
し
た
注
意
の
向
け
様
に
依
つ
て
＼
僅
な
利
益
を
犠
牲
に
し
た

に
過
ぎ
中
し
て
、
此
の
最
も
雄
大
な
る
史
蹟
は
或
は
破
壊
さ
れ
す
に
演

ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
俗
諭
に
「
伊
勢
は
津
で
持
つ
、
津
は
伊
勢

で
持
つ
、
尾
張
名
古
屋
は
城
で
持
つ
’
l
-
H
ん
と
云
ふ
句
が
あ
る
。
東
悔

道
筋
を
一
寸
視
い
て
見
て
も
、
小
田
原
．
沼
津
．
瀞
岡
．
濱
松
、
豊
橋
、

岡
崎
．
名
古
屋
と
、
皆
昔
は
城
で
持
つ
て
居
た
都
市
で
あ
る
。
城
無
く

ば
都
市
な
く
｀
城
は
賓
に
＂
翠
等
の
都
市
の
生
み
の
母
で
あ
る
。
而
も
一

且
城
と
し
て
の
奴
用
が
無
く
な
っ
た
と
云
つ
て
、
直
に
之
を
打
ち
毀
す

の
は
、
忘
恩
も
甚
だ
し
い
で
は
な
い
か
。
云
は
ゞ
脆
先
の
墓
に
も
比
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
如
何
に
窮
し
た
か
ら
と
一
さ
つ
て
、
共
の
墓
を
打
ち

毀
し
て
家
を
建
て
る
勇
氣
は
あ
る
ま
い
。
而
も
我
國
の
大
都
市
は
悉
く

此
の
忘
恩
を
敢
て
し
て
居
る
。
只
僅
に
眼
前
の
利
益
に
幻
惑
さ
れ
て
斯

る
結
果
に
陥
っ
た
の
だ
が
、
此
の
眼
前
の
利
益
た
る
や
最
も
人
の
心
を

捕
へ
易
く
、
之
に
打
ち
克
つ
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
此
の
眼
前
の
利

盆
を
捨
て
＼
再
び
獲
る
こ
と
の
絶
鉗
に
出
来
ぬ
史
蹟
．
を
保
存
す
る
の

観
念
を
起
さ
し
む
る
こ
と
．
此
の
自
覺
を
呼
ぴ
起
す
こ
と
こ
そ
嘗
面
第

一
の
急
務
で
あ
る
と
共
に
、
最
大
難
闘
の
一
で
あ
る
。

朝
野
相
協
力
し
，
聾
を
大
に
し
て
史
蹟
保
存
の
必
要
を
高
唱
せ
ね
ば

止
す
る
の
力
を
有
す
る
。
然
し
な
が
ら
/
史
蹟
保
存
の
重
要
を
自
覺
せ

ざ
る
虞
に
於
て
｀
此
の
法
を
強
行
せ
む
か
、
決
し
て
滴
足
な
結
果
は
得
．

ぐ
ら
れ
な
い
。
法
は
民
族
精
稗
の
顕
現
で
あ
る
。
民
族
精
稗
の
結
晶
た
る

の
賓
質
を
持
つ
て
初
め
て
、
園
滑
な
る
運
用
を
得
る
、
國
民
の
自
覺
あ

る
後
援
が
無
け
れ
ば
、
徒
ら
に
苛
酷
の
非
難
を
受
く
る
に
止
ま
る
。

我
が
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
は
、
古
社
寺
保
存
法
と
共
に
、

議
會
の
提
案
に
依
つ
て
生
れ
出
た
法
律
で
あ
る
。
菓
に
國
民
の
自
覺
に

因
つ
て
生
れ
出
た
法
で
あ
る
。
我
國
瑳
行
の
法
律
中
、
政
府
の
提
案
に

基
か
中
、
立
法
府
た
る
議
會
の
率
先
し
て
制
定
し
た
も
の
は
露
々
腕
の

星
の
如
ぎ
霰
が
あ
る
。
共
の
一
た
る
の
光
榮
を
有
す
る
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
保
存
法
は
勝
炎
年
々
國
民
の
自
覺
に
後
援
を
有
て
．
共
の
奴
川
一

，
 

ー

畜
揮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
國
民
の
自
覺
を
盆
々
深
か
ら
し
め
廣
か

ら
し
む
る
は
責
に
史
蹟
保
存
事
業
の
難
闘
の
一
と
一
き
は
ざ
る
を
得
な
い
。

ヽ
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史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
會
規
則

第
一
條
本
會
ハ
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
會
卜
稲
ス

第
二
條
本
會
ハ
本
部
テ
東
京
市
麹
町
厖
大
手
町
一
丁
目
二
番
堆
二
置
キ
便
宜
支
部
ラ
各

池
二
濯
ク

鐙
云
踪
本
會
ハ
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
ラ
研
究
シ
共
I
保
存
方
法
ラ
講
シ
且
之
二
闘
ス

ル
思
想
J

普
及
ラ
圏
リ
國
罷
I
梢
華
ラ
褻
揚
ス
ル
テ
以
テ
目
的
ト
ス

第
四
條
本
會
ハ
前
條
J

目
的
テ
逹
ス
ル
為
メ
機
闊
雑
誌
テ
刊
行
シ
講
演
會
研
究
會
｀
展

覧
會
ラ
開
催
シ
其
他
＊
會
／
趣
旨
テ
普
及
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
事
業
ラ
行
フ

第

五

條

本

會
J

會
員
ラ
分
チ
テ
維
持
會
員
、
通
常
會
員
ノ
ニ
穂
ト
ス

一
ケ
年
金
六
国
又
ハ
一
時
金
百
圃
以
上

一
ヶ
年
分
ノ
會
費
二
入
會
金
登
圃
テ
添
へ
本
會
二

一ぃ暉翡

lutI””
ー
―
ヶ
年
金
四
圏

本
會
／
會
員
ク
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
I
'

申
込
ム
ベ
シ

第
六
條
會
員
二
酎
シ
テ
ハ
機
闘
雑
誌
テ
配
布
ス

會
員
ハ
本
會
ノ
趣
旨
二
該
賞
セ
ル
事
蹟
叉
ハ
物
件
テ
褻
見
シ
若
ク
ハ
意
見
ァ
ル
ト
キ
＾

之
レ
テ
本
部
ー
一
報
告
ス
ル
モ
ー
ト
ス

第
七
條
本
會
ハ
會
員
ノ
會
費
，
寄
附
金
、
國
庫
補
助
其
他
J

牧
入
ラ
以
テ
維
持
ス

第
八
條
本
會
二
會
長
一
名
、
副
會
長
二
名
、
評
議
員
若
干
名
（
内
常
務
委
員
若
干
名
）

幹
事
及
昌
記
若
干
名
テ
置
ク

本
會
ハ
會
務
／
登
展
二
従
ヒ
線
裁
副
線
裁
テ
推
戴
シ
顧
問
ラ
推
薦
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

會
長
ハ
本
會
ラ
代
表
シ
テ
會
輝
知
綜
理
シ
副
會
長
ハ
會
長
ラ
輔
佐
ス

評
議
員
ハ
重
大
J

件
―
ー
爵
シ
ノ
諮
詢
二
應
シ
常
務
委
員
ハ
會
ノ
常
栴
二
闊
シ
會
長

I

諮
詢
二
應
ス
、
鈴
事
ハ
會
長
J

命
ラ
承
ケ
會
務
ラ
掌
理
ス
，
書
記
ハ
上
司
ノ
指
揮
ラ

承
ヶ
會
務
ラ
掌
ル

第
九
條
會
長
ハ
内
務
大
臣
テ
以
テ
之
二
充
テ
副
會
長
以
下
ハ
會
長
J

指
命
ト
ス

會
長
、
副
會
長
、
評
議
員
ハ
名
誉
職
ト
ス

評
議
員
以
下
J

任
期
ハ
ニ
ケ
年
ト
ス

第
十
條
本
會
ハ
毎
年
一
回
線
會
ラ
開
催
シ
會
務
テ
報
告
ス

東
京
市
麹
町
匿
大
手
町
一
丁
目
二
番
地
内
務
大
臣
官
房
地
理
課
内

史

蹟

名

勝

天

然

紀

念

物

保

存

協

會

振
替
口
座
東
京
七
六
一
ー
ー
九
零』

.
9
f

旦
，
羹
．
”
ゞ
↑
ぶ
忍
ぢ
こ
·
·
·
〗
ぷ

i
-
9
9
}
·

一
気
公
―
曹
·

麟ー第 集一露

一

部

一

金

五

拾

錢

一

這

岬

侮

廿
月
日
一
嶺

六

部

一

金

三

圃

一

郵

税

共

十
＿
一
部
一
金
六
園
一
郵
税
共
同
行

右
誌
代
は
総
て
前
金
に
て
お
彿
込

注
文
み
下
さ
れ
た
し
。

総
金
手
藪
を
除
さ
途
中
紛
失
の
恐
れ
な

き
を
し
つ
て
振
替
口
座
東
哀
七
六

―
―
―
九
寄
に
振
込
ま
れ
た
し
。

宿
所
住
所
姓
名
は
な
る
ぺ
＜
詳
細
に
申

L
送
ら
れ
た
＜
叉
韓
居
b
ら
れ
た

時
は
直
に
新
住
所
通
知
せ
ら
れ
た

L
o
 

編
一
東
京
市
麹
町
賑
大
・
手
町
一
丁
目
二
審
地

輯

内

務

大

臣

官

房

抽

課

内

所

史

踏

名

勝

天

然

紀

紐

存

協

會

••• 

大
正
十
五
年
一
月
1

一
十
五

大
正
十
五
年
1

月
二
十
五

鸞 泣

廣
告
掛
員
に
御
申
附
け
下
さ
れ
た
し
。

后
釦
和
翌
佑
註
問

編

輯

人

矢

吹

活

脚

東
京
市
紳
出
属
瓶
紳
誕
町
六
顎
地

殿

行

兼

3

布

塚

源

也

印

刷

人東
京
市
環
草
貶
榮
久
町
三
十
五
稽
地

印

刷

所

長

柄

印

刷

所

寅
京
市
紳
田
ニ
諏
帥
犀
町
六
審
湘

褻

行

所

白

鳳

既

印
副
訥
本

衰

行

債 定
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